
アート・イベントのお知らせ

ミュージアム通信
小川原脩記念美術館
☎ 21-4141　FAX 21-4142

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/

somoa/index.jsp

倶知安風土館
☎ 22-6631　FAX 22-6632

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/

huudokan/huudokan.jsp

ミュージアム通信 10 月号

木田金次郎美術館☎ 0135-63-2221

開館 20 周年記念特別展示

木田金次郎と「絵の町・岩内」

会期：開催中 11 月 3 日（月・祝）まで

開館 20 周年記念特別展示　

夕張市美術館コレクション展

会期：開催中 10 月 26 日（日）まで

西村計雄記念美術館☎ 0135-72-2525

開館 15 周年記念展

「西村計雄美術館　15 年のあゆみ」

会期：10 月 17 日（金）

～平成 27 年 2 月 22 日（日）まで

荒井記念美術館☎ 0135-63-1111

「荒川好夫写真展『北海道　冬』

～蒸気機関車Ｃ 62 栄光の記録～」

会期：開催中　平成 27 年 2 月 22 日（日）まで

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

10 月の休館日
1～ 3、7、14、21、28 日

展覧会のお知らせ

　今年も芸術の秋がやってきました。冷たく澄んだ空気と温かな色

あいに染まった山々。自然が描きだす秋の芸術とともに、美術館を

お楽しみください。お待ちしております。
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常設展示

企画展示
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懇
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２
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10
月
24
日
に
は
、
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
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が
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ま
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。
今
年
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で
は
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福
島
世
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フリーマーケット開催
■日時／ 10 月 18 日（土）10 時～ 14 時

　　　　　　　　　　　　　（雨天中止）

■場所／倶知安風土館側前庭（アプローチ）周囲

ロビー展示

常設展示

「小川原脩　自伝風な展覧会　定番作品展」

　開館以来 15 年、幾度となく展示室の壁を飾った定番作品の数々。

ドラマチックに変容する小川原脩の作品世界をご覧ください。

会期：10 月 4 日（土）～ 11 月 24 日（月・祝）

企画展示

「羽山　雅愉　展」

　羽山さんが描く街の風景は、瑞々しい幻想性、ノスタルジー、そ

して臨場感をも感じさせます。

会期：10 月 4 日（土）～ 11 月 24 日（月・祝）

関連事業：アーティスト・トーク　羽山雅愉

　　　　　日時：10 月 11 日（土）14 時～ 15 時　

　　　　　講師：羽山雅愉（出品作家）

　　　　　会場：美術館映像ルーム、展示室内　　

　　　　　料金：観覧料のみ

ロビー展示　※観覧無料

　北口さつき「Four Seasons 秋」10 月 26 日（日）まで

　倶知安の秋を描いた、北口さつきさんの作品がロビーを彩ります。

　会期中、自由に参加できる「小瓶につめよう！小さな秋みつけた」

ワークショップを開催。

アート・イベントのお知らせ 

土曜サロン

　10 月 25 日（土）「レアリスム画家クールベ」

時間：14 時～ 15 時　講師：当館館長柴 勤

会場：美術館映像ルーム（聴講無料）

ルベ」

天使は描かない！

※左ページで紹介している小川原脩の作品『狩猟する男』（1955

年）が北海道大学総合博物館『美術の北大展』で展示されます。

10 月 4 日（土）～ 11 月 30 日（日）北海道大学総合博物館 3 階

企画展示室（札幌市北区北 10 条西 8丁目北大キャンパス内）



広報くっちゃん ミュージアム通信

―秋色の高層湿原― 379 回

　羊蹄山を見上げたら、山頂が色づき始めている。

日々紅葉が、一年で最も自然を美しく彩る装いが山

麓を下りてくる。

　今回、皆さんに紹介したいのは、鏡沼である。ニ

セコアンヌプリの東北側、標高 570m にある地すべ

り台地にあり、水面を広く湿原が取り囲んでいる。

流れ込む渓はなく、流れ出す河川もない。降雪でも

たらされる水分で維持されている高層湿原である。

　当初は今の湿原全体が水面だったろう。何千年か

が経過するにつれて周辺から入り込む土砂や生えて

いる植物の遺体が次第に蓄積され、水面が徐々に狭

められて今に至った。だから沼の将来は想像できる。

水面は閉ざされて全体が湿原になり、さらには樹木

が生え、最終的には森林になってしまうだろう。

『狩猟時代』

1955 年　小川原　脩　画

　アトリエの壁いっぱいに架けられた、アイヌの男性像。

1955 年頃、小川原脩 40 歳代中ごろのアトリエ風景である。

終戦直前に東京から倶知安へと帰郷し、中央画壇からも離れ

風土に根づいた創作を模索していた時代である。

　これら一連の作品のうち、30 号を中心に 5 点を美術館で

所蔵しているが、平成 23 年度より行われた北海道大学での

所蔵作品調査の結果、北大クラーク会館からシリーズの 1点

が‘発見’された。作品の題は『狩猟する男』。吠え立てる

犬を肩に担ぎあげる勇壮な姿が描かれている。獲物のエゾシ

カを担いでいる本作と大変似た構図である。

　なぜ、この作品が北大に収められているのか経緯は不明だ

が、小川原脩は 1981 年までの 18 年間、北大工学部建築工学

科で造形演習の講師を務めていた縁がある。日頃朝から晩ま

でアトリエにひとりこもっている画家にとって、若い人たち

と接するこの週に一度の機会は気分的にいいものであったと

振り返っている。

－15－

　木道から眺める対岸の森には、樹齢が 400 ～ 500 年を越す見事なミズナラやイタヤが林立する。樹木の大き

さから判断すると、どうやら伐採を免れているようだが、巨樹の残された範囲は湿原の東側にそって、ほんの

数100mに過ぎない。この地域で斧を知らない森林は皆無に近い。沼と共に、とても貴重と断言して間違いない。

　晴天の日中を選び、ぜひ訪れられることをお勧めしたい。澄んだ水をたたえる鏡沼の水面は周囲の森林や青

空を映し、取り囲む湿原は黄錆色を装う。周辺の木々の紅葉と共に、陽光の中で色彩が踊り、微風が交錯する。

自然と自分とが交響する喜びに身を置くことができる稀有の空間。ただし、くれぐれも湿原の中に踏み入れぬ

ように。　　　（画像撮影：村上尚美さん）


